
火山活動解説資料(平成 16 年１月) 
 

阿蘇山 

- 1 - 

阿蘇山 

○火山活動度レベル 

  火山活動度レベルは、１月 14 日に２から３(小規模噴火の可能性)に上がりました。 

 

○概 況 

中岳第一火口の火山活動が活発になっており、今後、噴石を火口外に飛ばすような噴

火の可能性があります。 

中岳第一火口で１月 14 日 15 時 41 分頃規模の大きな土砂噴出が発生し、火口から東南

東約８km の高森町上色見で降灰を確認しました。 

火山性地震は少ないが、孤立型微動は多い状態が続いており、地震・微動活動はやや

活発です。 

湯だまりの量は減少傾向が続いており、１月４日には約４割となりました。また、湯

だまり中央部の噴湯現象や、湯だまりの表面温度と南側火口壁下の温度も高い状態が続

いており、熱的活動も活発な状態です。 

 

○噴煙活動の状況 

噴煙は白色・中量で、噴煙高度の最高は 14 日の土砂噴出に伴って上がった火口上 800

ｍ(12 月：500ｍ)でした(図１～３)。 

 

○地震・微動活動の状況 

Ａ型地震の月合計は 56 回(12 月：52 回)と少ない状態でした(図２、図３)。Ｂ型地震

は日回数が20回を超える日はなく、月合計は57回(12月：439回)と少ない状態でした(図

２、図３)。火山性地震の震源は、おもに中岳第一火口付近でした(図４)。 

孤立型微動は、多い状態が続いており、月合計は 7,777 回(12 月：5,869 回)でした(図

２、図３)。なお、火山性連続微動はありませんでしたが、1月 14 日 15 時 41 分に土砂噴

出に伴う継続時間 37 秒で最大振幅 29.7μm/s(東西動)の火山性微動を観測しました(図

１～３、図５)。土砂噴出に伴う火山性微動を観測したのは 2003 年７月 10 日以来です。

また、１月 15 日 16 時 13 分頃には継続時間約 36 分で最大振幅 5.2μm/s(東西動)の火山

性微動を観測しましたが規模が小さかったため土砂噴出は確認できませんでした。 

 

○火口や噴気地帯の状況 

湯だまりの量は約４割(図２、図６)で、減少傾向が続いています。また、湯だまりの

色は灰色で、湯だまり中央部付近での噴湯現象は 2003 年５月 21 日以降続いており、湯

だまりの表面温度は 66～79℃と高い状態が続いています(図２)。南側火口壁下の温度も

282～412℃と高い状態です(図２)。 

15 日の調査観測で中岳第一火口内は、14 日の土砂噴出により火口壁の中段まで、北東

側から西側と南側の一部に黒い土砂が付着しているのを確認しました。南東側から東側

にかけては、噴煙のため確認できませんでした。また、降灰調査の結果、高森町上色見
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の前原付近(中岳第一火口から東南東約８km)まで降灰が飛散していることを確認しまし

た。上色見では家屋やビニールハウス、植物等に微量の降灰が付着していました(図７）。 

   また、九州地方整備局の協力により 15 日に行った上空からの観測では、火口底の状態

は噴煙のため詳細な状況は確認できませんが、噴煙の隙間から、以前は灰色であった湯

だまりの色が黒灰色に変色しているのを確認しました。また、高さ約５ｍの土砂噴出が

断続的に発生していました。火口縁東側は、幅約 300ｍにわたり土砂噴出による噴出物

により、積雪部分が薄い灰色に変色していました(図８）。 (温度測定は、赤外放射温度

計による) 

 

○地殻変動活動の状況 

GPS による地殻変動観測では、草千里－砂千里浜、草千里－仙酔峡、砂千里浜－仙酔峡

の各観測点間の基線長には、火山活動に起因する変化はありませんでした(図９)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ａ）土砂噴出に伴う火山性微動の波形 上からＯ点、Ａ点、Ｂ点、Ｃ点、Ｄ点、Ｅ点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ｂ）15 時 41 分の噴煙            （ｃ）15 時 42 分の噴煙  

白色の噴煙が上がり始める。          白色の噴煙が火口上 800m まで上がる。 

図１ 14 日 15 時 41 分頃の土砂噴出に伴う火山性微動の波形と噴煙 
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図２ 火山活動経過図(1989 年 1 月 1 日～2004 年１月 31 日) 
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・ 孤立型微動が多い状態が続いている。 
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図３ 火山活動経過図(2003 年 12 月 1 日～2004 年１月 31 日) 
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   (a)震央分布図              (b)時空間分布図 

 
 
 
 
 
 
 
 
           (c)東西断面図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中岳第一火口 

中岳 
▲ 
 

図４  火山性地震の震源分布(2004 年１月１～31 日) 

・中岳第一火口付近のものは主にＢ型地震、それ以外はＡ型地震。 
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図５ １分間平均振幅の時間変化(Ａ点南北動成分) 
(2003 年 12 月 1 日～2004 年１月 31 日) 
・ 孤立型微動が多い状態が続いた。 
・ １月14日の土砂噴出に伴う火山性微動で一時的に平均振幅が大きくなった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

←土砂噴出に伴う火山性微動 

↓土砂噴出は確認できなかった火山性微動 
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図６ 中岳第一火口の湯だまりの推移 
湯量の減少傾向は続き、10 月 20 日約６割、11 月４日約５割、１月４日に阿蘇火山博物
館のカメラで約４割を観測し、翌５日の現地観測でも湯だまり量約４割を観測した。１月
14 日の土砂噴出で周辺に水たまりができるなど量の判別が困難となったが、28 日には約
４割であることを確認した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図７ 降灰分布状況 
降灰の調査観測の結果、高森町上色見の前原付近(中岳第一 

火口から東南東約 8km)まで降灰を確認した。 

家屋やビニールハウス、植物等に微量の降灰(しぶき状)が付着 

しているのを確認した。 
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図８ 上空からの観測で撮影した写真(2004 年１月 15 日) 

写真１ 中岳第一火口 
左側の噴煙は、火口中央部からの噴煙。 
右側の噴煙は、第一火口南側からの噴煙、青
白色ガスを含む。 

写真２ 中岳火口上空 

第一火口は噴煙で覆われている。 

第一火口 

第二火口 

第三火口 

写真５  中岳第一火口東壁 
円形部分が灰色に変色している。火口壁は
中段まで黒色に変色している。 

写真６ 中岳第一火口の湯だまり 
湯だまりと思われる部分は黒灰色に変色し
ている。黒灰色の周辺部では所々に緑色の水
が点在している。 

写真３ 中岳第一火口上空 

円形部分の積雪部分が灰色に変色している。 

写真４  中岳第一火口東側 
第一火口東側は幅約 300ｍ（南北）にわたり
灰色に変色している（円形内）。 

幅約 300ｍ 
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図９ GPS 観測による基線長変化(2001 年３月 15 日～2004 年１月 31 日) 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 10 観測点位置図 
 

気象庁観測点 

遠望カメラ１点(草千里) 

地震計６点(Ａ～Ｅ、Ｏ) 

空振計３点(Ｅ、Ｏ、Ｒ) 

傾斜計１点(Ｏ) 

ＧＰＳ３点(●) 

  

① 

② 
③ 

① 草千里 － 砂千里浜（基準値 = 3691.44 ｍ）
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② 草千里 － 仙酔峡（基準値 = 4774.01 ｍ）
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③ 仙酔峡 － 砂千里浜（基準値 = 2803.77 ｍ）
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